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出典 「大学」 

日新地区だより 57号 
「ゆめ・にっしん」は、平成 18 年

2 月創刊。 ｢日日に新たに｣ゆめあ

る日新まちづくりの一翼を担い、

地区文化の向上を願って今日に至

っています。 

発行：まちの未来づくり日新 広報部会 
福井市文京５丁目 1-8   日新公民館 

発行日：令和 3 年（2021 年） 3 月 20 日 

藤島中学校における新しい取り組み  
 

                                                  藤島中学校長  髙 柳 浩 樹 

日頃は藤島中学校の教育活動に御協力いただきまして、誠にありが 

とうございます。中学校は「大人になってから、自立して生活できる力を 

育てるところ」だと考えて、赴任して以来三年間、「主体性」をキーワード 

に様々な教育活動を行ってきました。例えば学校祭は、ほぼ生徒たちの 

企画・運営で行われ大成功でした。生徒会活動も、生徒会として様々な 

主体的活動を進めていく中の一つとして「校則改正」を成し遂げました。 

学習においても、『与えられてやらされる学習』から『自分で見通しを持っ 

て何をするか考えてやり抜く学習』への転換を図ってきました。簡単に言 

うと、宿題を減らして、自分で考えて勉強をするということです。そのため 

に中間テストを廃止し、短い間隔で行う『Ｆテスト』を実施して、学習内容の定着と学びのサイクル形成に取り組みました。 

そのおかげか、教員の不安を吹き飛ばすようなすばらしい成績と意識の向上が見られています。徐々にではありますが、

様々な場面で「主体性」の基礎を身につけてきた生徒が確実に増えています。このまま伸びていくことを信じています。 

また、その他では『置き勉の実施』で、カバンが数キロ軽くなりました。さらに、家庭・地域との連携・協力のため、『ブログ』 

を開設しています。コロナ禍の中、少しでもご家庭の負担を減らそうと考え、 

『一か月あたりの集金額』も減

らすように教材等の見直しもし

ました。以上のように、伝統の

上に新しい取り組みを進め、生

徒たちが確実に伸びていく学

校を目指して頑張ってまいりま

す。よろしくお願いします。 
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コロナ禍のＰＴＡ活動を経て                藤島中学校ＰＴＡ会長  林  健 二 
 

 地区の皆様におかれましては、日頃よりＰＴＡ活動にご理解・ご協力いただきまして、誠にありがとうございます。 

幼い頃よりこの日新地区で育ち、自身の母校であるとともに子ども達がお世話になった日新小学校、藤島中学校に何か

恩返しがしたいという思いで、約９年間、小、中学校のＰＴＡに携わらせていただきました。中でもこの１年はコロナ禍の中

での活動ということで、これまでに経験したことがない状況が続き、３密を避けるために行事を中止にせざるを得ないなど、

今まで当たり前に行っていた活動が制限された我慢の１年でした。しかし、活動が少ない代わりに出来たこともありました。

それは組織体制の見直しです。藤中ＰＴＡには開校当初より地区委員と 

いうものがありましたが、少子化の影響により子どものいない地区（自治 

会）が増えたため、地区委員を廃止し各学年単位で委員を選出すること 

で委員数を確保できるようになり、負担が減りました。 

 今後も少子化の波は続くでしょうし、コロナ禍の状況もすぐには収ま 

らないでしょう。こんな時代だからこそＰＴＡも変わっていかなくてはい 

けません。そのためにも、子ども達がお世話になっている間は何かの役 

に立ちたいと思っています。引き続き今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 紙芝居作製に取り組んで２年目を迎え、ようやく完成間近！後世に残るものを何かつくりたい一心で始まったプロジェクト

です。できるなら福井にまつわるものであり、かつ、日新地区に関わるものをと考えた時、た 

どりついたのが地区の昔話『底喰川の由来－底喰川の大蛇－』（日新３０年史）が目に入っ 

てきました。『これを基に福井弁で紙芝居にするとおもしろいのでは・・・・。』 という運営委員 

同士の意見が一致し、作製を開始しました。ところが、毎回毎回色々な壁にぶつかり、試行 

錯誤しながらの２年間でした。まずは、話に合った「絵」をどうしようか。どの場面で一区切り 

にしようか。さらには、福井弁をどのように組み入れようか。などなど前途多難でした。話し 

合えばあうほど不安が先になり、いったい完成できるのだろうか？それに加えてコロナ禍にな 

り思うように集まりもできない状態が続きました。でも、委員一丸となって一つ一つクリアさせていきました。幸いにも要とな

る「絵」は心得のある委員がおり、その絵に色付けをしましたが、セリフは時間をかけて製作し、

そして原文を福井弁に直してみたものの原文から逸れていないか幾度も全員で読み返し一歩

一歩進めていきました。「福井弁は、話すことより文字で書く方が難しいね」とは委員の声です。

ようやく形となった紙芝居を紹介できるようになった時は、今までの道のりが手に取るように思

い出され、何だかわが子を独り立ちさせるような愛しい気持ちになりました。この紙芝居を通じ

て福井弁のあたたかさ、日新のよさを感じて頂ければ幸いです。是非一度披露したいと思いま 

す。ご協力下さった皆さんには大変感謝しております。下記に紙芝居の一部の絵を紹介します。 

    

 

 

令和３年の１月の初旬から中旬にかけての大雪は、積雪が120

㎝を超え学校は休校、ス－パーマーケットでは棚が空状態になり、

３年前の大雪と同じような状況になりました。雪は「～♬溶けて流

れりゃ皆同じ♬～」と唄われているように、２月２０日には春一番が

吹きました。しかし３月初旬には季節外れの寒さで雪が舞いました

が、福仁会病院の道路脇ではつくしがニョキニョキと顔を出して春

に兆しが見えてきました。 

 

  
底喰川の鴨 

 

    道路脇のつくし 

 
家族で雪かき 

 

令和に残したい福井弁 

福井弁「底喰川の大蛇」紙芝居作製に取り組んで 

いきいきライフセミナー運営委員 

高橋 ひとみ 
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世界はこれからどうなるの？ 

令和 3年の幕開けは厳しい 

太平洋戦争後の７５年間、日本はみんなの努力

で、安全・安心の世界が続いてきました。しかし一昨

年の１２月に新型コロナウイルス感染症が現れ世界

中が未曾有の事態に直面しています。日本は経済

と安全の二つを追っかけて進んでいるようでありま

す。 

今年の夏に開催予定の東京オリンピック・パラリ

ンピックについては、テレビ・新聞などで、連日、オリ

ンピックが開催された場合の開催の在り方や中止

かを含めた問題について報じられています。開催な

らば後４か月しかありません。 

いずれにしても早く決断してほしいものですね。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 能登杜氏組合所属の能登杜氏である礒見邦博さん（５３歳）を紹介します。

礒見さんは大宮５丁目にある越の磯酒造の５代目社長兼杜氏であります。 

２月２１日の雪が舞う寒い日に醸造元の越の磯を訪ねました。蔵（作業場）を

およそ４０分にわたって案内していただきました。 

まず、雑菌が入るのを防ぐため不織布の帽子をかぶりま 

した。（コロナ感染防止対策のために予めマスク着用）ひん 

やりとする蔵の中は甘い香りが立ち込めていました。 

案内されながらいくつかの質問をしました。 

今はどのような作業をされているか？「今は冬の酒仕込みで 

す。酒造りは冬場の寒い時期に行います。昔は東北などから 

の出稼ぎの方が泊まり込みで来ておられたので仕事は早朝 

から始めていましたが、今は通いの社員なので通常は午前８時ぐらいから作業

に入ります。」   造り酒屋を継がれての苦労は何ですか？ 

「若いころは趣味のスキーに行けなくなったこと.今は海外旅 

行が趣味ですが夏場もビールの製造で一年中作業があり空 

き時間がありません。造ったお酒は輸出もしており、アメリカ 

や香港でも楽しまれています。 

酒造り・ビール製造でのこだわりは？ 

「地元の福井産の酒米で仕込んだ日本

酒、六条大麦を使ったビールが自慢で

す。」    日新地区への要望は？ 

「小さい時は周りに田んぼや用水路な

どの自然があった。将来少しでもこれが

残るようにしたいです。」 

蔵を回りながら醸造の行程を一通り説 

明してもらいました。 

精米⇒洗米・浸漬⇒蒸し⇒製麴⇒ 

酵母造り⇒醪（仕込み）⇒上槽⇒濾過 

この過程で濁り酒や生酒など色々な 

種類のものが出来上がるそうです。 

一度聞いてもなかなか難しいものす。 

皆さんも一度訪れてみてください。 

 

 

５６号にて紹介した「底喰川に係る

環境・美化整備に関する要望」の乾徳

１号橋上流の中州の撤去工事をすると

の回答を得ましたが、２月１３日現在未

だ工事が着手されていません。そこで、

福井県土木事務所に問い合わせたと

ころ「コロナ禍や大雪のために工事が

遅れました。予算は確保してあるので、

今年の前期の工事で対応できれば６月

１５日までに、後期対応の場合なれば 

１０月１５日までに 

完成します。」との 

回答を得ました。 
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街の文化人    日本酒の杜氏 礒見邦博氏 

 

 

春のお彼岸が近づいてきました。お供えには「ボタモチ」が定番ですね。この「ボタモチ」を漢字で書くと「牡丹餅」となりま

す。春のお彼岸の頃は牡丹の花が咲くころで、そのころに食べられることから「ボタモチ」と呼ばれます。 

一方「オハギ」は「お萩」と書き、秋のお彼岸に萩が咲くころに食べることからです。 

そして、一般的には「ボタモチ」はこし餡、「オハギ」は粒餡です。 

これは小豆の収穫が秋で、収穫してすぐなので「オハギ」は小 

豆を潰さないで粒餡にして使い、春は貯蔵してある小豆を使 

うので小豆を潰してこし餡にするそうです。 

 

 
ミニ知識 「ぼたもち」と「おはぎ」の違いはご存知ですか？ 

 

これは何ぁ～に？ 

 

 

 

 

越の礒酒造さんの軒下に蜂の巣のよ

うな球状のものが多数さがっていまし

た。これは「酒林」または「杉玉」と言っ

て新酒が出来たことを知らせるもので

造り酒屋の看板で素材は杉です。最初

は深い緑の杉の葉。そして、その葉が

夏を過ぎ秋になるにつれ徐々に色を変

えていきます。若い新酒が熟成していく

日本酒の味の移り変わりを表している

そうです。 

 

底喰川の改修工事遅れる 

 
 

越の磯酒造の簡単な説明 

越の磯は明治４２年に越廼村

茱崎にて創業。当時は造った酒を

大八車に載せて山越えで福井ま

で運んでいましたが、あまりにも遠

いために、福井市内に土地を求

めて昭和３４年にこの地に移りま

した。そして、井戸を掘ったとこ

ろ、酒造りの命である良い水にも

出会えました。今はこの井戸水と

水道水を特殊なフィルターを通し

て仕込み水に使っています。また

平成１０年より、ビールの製造も

行っています。日本酒では「越廼

磯」「一期一会」など、ビールは「越

前福井ビール（ディオス）」が有名。 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うｔう 

  
 今年はコロナに始まりコロナで終わる 1 年であった。本当に心も北陸の冬のように晴れ間が少ない 1 年であった。密を避

ける為、集会する事を断たれた中で当部会はやれる事は極力行う方向で実施してきた。予定遅れ 

の総会、ミソハギ花まつりも「花を忘れないで見に来て」だけとなり、又定例清掃を行うものの一斉 

清掃は中止であり、公民館まつりは展示と放映のみとなる。 

あァ～何ともやるせない。いつも逢う人達は何をしているのだろう・・・コミュニティ道路を美化して 

いる時、ふとフェンスより底喰川の鴨、鯉、ボラ、カメを探して一時を楽しむ。このような自然を守る為に少しでも努力をせね

ばと又「頑張る」の繰り返しであります。５分間ばかり川の流れを眺めていると、何かしら流れてくる。石

油が変化したものである。ペットボトル、ビニール袋など見つけることとなる。「情けない！！やめ

て！！」今世界的に問題化しているマイクロプラスチックである。皆で真剣になって欲しい。これでいい

のか考え、先ずは減少に取り組んで行こう。小さい事でも集まれば大事を成すと！！！！！！ 

 

 

環境部会 

 

 

日新地区の皆さんお元気でお暮らしの事と思われますがいかがでしょうか？ 

昨年の２月から１年間は新型コロナウイルスに依る感染拡大の為に、毎日の生活様式、特に活動内容が大きく変化を余

儀なくされる状況に至っております。また、三蜜の防止対策として多数のイベント企画（集団活動）、会議、研修会、美化、

清掃活動等が全て休止となり、人流の動きが規制され、個人の生活内容も必然的に自粛に依る停滞ムードが高く、環境

体制も最悪の現在の状況かと思われます。 

今は新型コロナウイルスの第３波に対応すべく、政府は緊急事態宣言の再延長を決定し、コロナ感染症を抑え込む為の

協力要請を促しております。この時期、ワクチンの接種も始まり、大変重要なる局面を迎えているものと思われます（今こそ

正念場）。一刻も早くコロナ感染症の収束を強く願います。そしてマスクのいらない安心安全を前提にその環境体制が元の

形に戻る事を特に願うものであります。 

さて、交通部会は、現在の運行事業の業績内容については昨年の３月より約１年間の業務実績は月次平均６００名の

基準予算に対して常時１８０～２００名前後にて（最低令和２年４月・・・・８３名） 

基準達成は３０％前後の実績であった。かかる状況にて市役所より 

現コロナ禍にあって業績指達内容 

㋑ 現本格運行の査定を（令和２年４月～３年３月）延長査定をする。 

㋺ 現基準内容の見直しを図る 

㋩ 時期内容については未定（コロナ状況に併せて）・・・・後日打ち合わせ 

部会の今後の推進内容は上記記載事項を鑑みまちづくり協力サポーターを中心に企画内容の検討、打ち合わせを行い、

今後の対応を積み上げながら今後も当コミュニティーバスの運行事業を部会一同がチーム一丸となり、地域住民の為に少

しでもお役に立つべく体制確立を目指し、鋭意努力を重ねます。今後もよろしくお願いします。 

 
 未だ、世の中はコロナウイルス感染拡大防止の為に、コンサート、ツアー、フェスティバルも中断されたままの状態です。 

令和３年は人が集まり色々な活動が活発にできる日が来るといいですね。 

今年度は 1 年を通して公民館活動も縮小したものになってしまいました。当然、当広報部会もこ

の「ゆめにっしん」を年４回発行することが精一杯のことであり、もう一つのイベントである年１回の講

演会の企画は、苦肉の策で「新型コロナウイルス感染症専門医のお話し」を予定していましたが、講

演者が多忙で実現できませんでした。今後も「ゆめにっしん」は絶やすことなく発行していこうと思って

いますので、ご協力のほど宜しくお願いします。 
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編 集 後 記        広報部会長  野 村  勉 

 

今年度の活動を振り返って思う      環境部会長  高 橋 定 信 

今年度の交通部会報告            交通部会長   山 口  満 

 

 
清掃後の公民館横 
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